


Lili Kraus Live in Tokyo 1967 

逗D フランツ・シューベルト Franz Schubert (1797-1828) ＂ 即典曲第1番ハ短調 Op.90の1Impromptu Nr.1 c-moll Op.90-1 [8'47"] 

口 即典曲第2番変ホ長調 Op.90の2 Impromptu Nr.2 Es-dur Op.90-2 [4'16"] 

日 即興曲第3番変卜長調 Op.90の3 Impromptu Nr.3 Ges-dur Op.90-3 [4•51·] 

口 即興曲第4番変イ長調 Op.90の4 Impromptu Nr.4 As-dur Op.90-4 [6'59・J

日 楽興の時第1番ハ長調Op.94の1 Moments musicaux Nr.1 Op.94-1 [4'54"] 

日 楽興の時第2番変イ長調Op.94の2 Moments musicaux Nr.2 Op.94-2 [ 4'59"] 

日 楽興の時第3番へ短調Op.94の3 Moments musicaux Nr.3 Op.94-3 [1・49・] 
日優雅なワルツ Op.77 Valses nobles Op.77 [8'34"] 

·[~ ュ:;;!~~~:~;~~!;9 Sooa<e rn, "~""'''°os, 
If)第2楽章アンダンティーノ II. Andantino [s・2e・J 

日第3楽迂スケルツォ．アレグロ・ヴィヴァーチェ Ill. Scherzo. Allegro vivace [4'45"] 
口第4楽章 ロンド．アレグレット IV. Rondo. Allegretto [1o•s3•J 

〔ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (I 756-1791) 

日 トルコ行進曲 Alla Turca from Sonate fur Klavier Nr.11 K.331 [3'14"] 

〔ベーラ・バルトーク Bela Bart6k (1881-1945) 
ロルーマニア民俗舞曲 Romanian folk dances [4・29・] 

〔シューベルト Franz Schubert 
囚グラーツのギャロップD.925 Graz Ga lop 0.925 [2・03・] 

・.... ; . . . .'': ''-. : ; 了 ・. ..: ...'. '• 
を；一部お臆き苦しい箇所がございますが、マスターテープ劣化に起因するものです。予めご了承ください。



～公演プログラムに掲載された楽曲鮒説- I 方法においては微細なニュアンスを頂んじなけ 第 4番は変イ •長濶、アレグレ ッ ト 。 分散利,n- の D.781〉、〈ドイツ舞1ll10p.:J3:D.782〉など、ピアノ

ればならないが、シューベル トはとくに微細な 下降にはじまる作品で、第2番とともに）よく愛 ~f n・ 楽が多(111かれているが、ほかの作品とくらベ

シューペルト： ニュアンスの表/JIにすぐれ、そのため内容の充 されている。分散利l音や伴奏秤型の1//lをぬっ てこれは、踊りのためというより、いや、これだけ

即興曲 Op.90(全4曲） 実 した芸術的に完成した小 111 1 を r,• i くことが出来 て、みじかい旋律の断}',-が歌われ、やわらかい雰 は踊りのためでないM奏会のための小品集で
構成的な要索がmんじられるソナタよりも、 た。この、点に関する限り、シューペルトはペー 圃気を醸し1Hしている。 あったことと、題名とは無関係ではないだろう 。

形式にこだわらず ~Ill.I に感 ti'/ をほとばしらせる トーヴェンよりすぐれていたといっていい。そし 岩井宏之 ここでは、はじめの31111がとり上げられるが、それ

ことができる小品を得慈にしたシューペルト てシューペルトのll~IJllt lll にみられる傾向が、ロ ぞれささやかな個性にあふれている。

の、まさに而,~,趾！如とした傑作である。シュー マン派のjf(要な方Iiりとして、やがてショパン、 楽興の時 Op.94より 第1番ハ・1-l:濶、モデラート、4分の3拍子。卜長
ペルトは本来、ひとつの構想をじっくり追求し シューマン、 リストなどによって一h"i発展させら 〈楽輿の時 Momentsmusicaux〉とは、「i陀楽 隣の'i'ii¥J部をもつ二部形式で、叫判的な小品。

発展させて、それからなにか仰大な音の建築を れるのである。 的な時間」を慈味するフランス語であり、 〈I!μ邦 第2番変イ・此潤、アンダンティ ーノ 、8分の9拍

つくりあげる作1111家ではなかった。楽想の展1)/J 41111からなる作品90の1!11典1111は、たぷん、1827 1111〉とともに、シューペルトがピアノのための「性 子。いかにもシューペルトらしい細やかな転潤

は苦手としたほうで、たとえばソナタや交特till 年の作と考えられている。シューペル トは死の 格的な小品」にmいた題名である。ロマン主義 の美しさにあふれている。

において、しばしばおなじ旋律を反設すること 前年、 〈冬の旅〉を完成しているが、それとおなじ の器楽において、「性格的な小品」は作1111者それ 第3番へ短潤、アレグロ・モデラート、4分の2

によって、1111を大きな規校のものにしようとした 時期に＂いかれたものであろう 。 ぞれが、みずからの個性にふさわしいn楽的i/.J 拍子。左手のオクターヴによるムルキー・パス

形粉がある。楽想の必然的な展開のない大作 第1番はハ短潤。アレグロ ・モルト・モデラート 容を、古典的な形式にこだわらず、 1:1u1にまとめ の上に、軽やかなメロディーが流れる。〈ロシア

は、往々にして最大で空虚な感をいだかせやす で、みじかいメランコリックな旋fltに基づく変奏 たIll:界として特色があり、ペー トーヴェンは〈パ の歌〉として、 1823年にこれだけが独立してア

い 。 しかし敢えて大作を\~'こうとしない場合に 1111ふうな作品。旋litそれ自体は、とくに魅力に窪 ガテル〉、メンデルスゾーンは〈無訂歌〉、シューマ ルパムに収められ、また翌年には別の1111集に

は、ほとばしり出る美しい旋fl¥と色彩数かな利l んでいるわけではないが、柔軟な利JYlrの処理法 ンは〈パビヨン〉〈クライスレリアーナ〉〈フモレス 〈吟遊詩人の咲き〉と題して/JUえられ、 1825年に

,uの流れとが絶妙に作）FLして、そこに完成した がききものである。 ケ〉などと名付けてはいるが、その題名の;:t策の は〈花飾り 〉と名付けてIll版されているが、どの

抒梢の小世界がくりひろげられる。それがある 第2番は変ホ長隣、アレグロ。最もよく知られ 慈味にもふさわしくはあろうが、決定づけられる ようによぶことも不当ではあるまい。これが

ときはリートになり、あるときはビアノ小1111と た作品。三部形式で111かれているが、中間部の ものはない。モーツァルトだったらそれらを一様 〈楽典の時〉として61111まとめてIll版されるのは、
なったのである。 旋律は大変親しみやすく、 ロマンティックなf,'J緒 に〈幻想1111〉とよぴ、ラヴェルなら〈鋭〉などと題し シューペルトの死後、 1828年1いのことだが、全
シューペルトの時代には、ピアノの小1111を111く にあふれている。 ていただろう。 体の題名は出版したライデスドルフによるもの

のは一種の流行であって、ベートーヴェンです 第3番は変卜長隣、アンダンテ。ソプラノに現れ 61111からなるシューペルトの〈楽棟の時Op.94: と考えられている。

ら、 この種の作品をいくつか残している。これ るのぴやかな旋律が、伴奏音型の上で美しく歌わ D.780〉は、1823年頃にwかれ、この時期には〈感 木村重雄

らの作品には、形式においては単純さを、表現 れる。「無首歌」というにふさわしい1111である。 傷的なワルツOp.50: D.779〉や〈エコセーズ
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優雅なワルツ Op.77: D.969 とんだ邸志的な構成力という点では、とうてい及 の展I!りを含む終1111( 第 4楽m一以」．—Aつの楽 ,~1 I 踊り 」「ルーマニアのポルカ 」 「 1,•.い踊り 」の全Gilli

ピアノのために 〈悛雅で感似的なワルツ 〉 ぴもつかないものしかもっていない。それはソ 1 からなっている。 はいずれも短く 、生の民謡に、パルトークならで

寺西春雄 1 はの利Jflが付けられている。ピアノの{'1法はシ

ンプルながら、民俗的な栢法が横溢しており、演

奏・解釈はハンガリ一人以外には難しい。

(1911)を作1111したのは近代フランスの音楽家ラ ナタというものに対する、もののみかたの相述で

ヴェルだったが、すでにシューペルトはほぽ100 あ って、 シュー ペル ト I~身、屈l式的には古典派音

年前にウィーンで、341111からなる 〈感似的なワル 楽の追産として、ソナタ形式をそのままうけつぎ ・ モーツァルト：トルコ行道曲

ツOp.50: D.779〉と121111からなる 〈俊雅なワル ながら、そこにまったOH'lのものをみとめ、異

ツ〉とを作1111していた。しかし、 シューベルトの 質のものを求めていたものともいえるだろう 。

楊合、これらの題名は、作1111者l氾1身の発慈という ハ短聞、変ロ・長潤とともに、 1828年シューペル

より、おそらく Ill版社がつけたものと考えられ 卜死の年に作1111されたといわれる追作のイ長調

る。父親のヨハン・シュ トラウスが28人のプレー のソナタは、 シューペルトのソナタとしては、かな

ヤーをあつめてオーケストラを糾織するのは り野心的な邸欲がうかがわれ、規校の大きさや

1833年であり、息子のシュ トラウスが括蹄！するの 部脱なスタイルなど、いくぷんおもむきのちがっ

はさらにその半世紀も後のことで、シューペルト たものを感じさせる。それは、作1111の前年ウィー

では「レントラー」とも「ドイ ツ舞1111」ともよばれた ンを訪れて、 シューペルトのリートに感動したと

4分の3拍子の素朴なワルツであった。 伝えられる当時の名ピアニスト兼作1111家のフンメ

〈俊雅なワルツOp.77:D.969〉は、 1827年の作 ルのことを突然息いIiiしたシューペルトが、この

とされているが、正しくはわからない。それは ビアノの名手に 1l~げるべく肉いたからだともいわ

「ウィーン風のワルツ」であり、パターンのちがっ れているが、シューベルトの死後、jjijJt!21111を含

た4分の3拍子の121111が、つづけて演奏される。 めて、31111まとめてIll版されたとき、出版社はこれ

木村重雄 をシューマンに捧げたのであった。

シューベルトにはめずらしく、 1111きつけるよう

ビアノ・ソナタイ長調（遺作） な強靱さをもった第1主迎にはじまるアレグロの

シューペルトのピアノ・ソナタは、未完のまま残 第 1 楽 f~: 、いくぷん荒涼と した哀感をたたえたア

されたものを含めて、201111をこえる数に及んでい ンダンティーノの第2楽1;.:、きぴきぴとした生気あ

るが、ベートーヴェン或いはそれ以前のソナタと ふれるスケルツォ（アレグロ・ヴィヴァーチェ）の

くらべて、静的ななめらかさこそあれ、緊張感に 第3楽3ふそしてアレグレ ット、ロンド・ソナタ風

〈ピアノ・ソナタ第II番K.331〉の第 3楽卒。

「アッラ ・トゥルカ （トルコ風に）」の指示があるこ シューペルト：グラーツのギャロップ

とから，この通称で広く親しまれ，古今のあらゆる シューベルトは死の前年にあたる1827年9月、

ピアノ作品中でも最も有名な一1111であろう 。 オース トリアのグラーツで休暇を過ごした。そこ

ウィーンに移仕した後，1783年ころの作品と考え で作1111された小品で、l挽年の作品にみられるよう

られ，その前年に初演されたトルコのハーレムを な鬼気迫る梢念はなく、軽快でlljjるい。 ト・此潤

舞台とする歌劇〈後宮からの誘拐〉のトルコ趣味と のI―1:imJ部を持つハ長潤の三部形式。
共通するものがある。 Y.M 

松永晴紀

バルトーク：9レーマニア民俗舞曲

パルトークはハンガリー各地の民謡を採取・

研究したが、l豆l投を接するトランシルヴァニアの

ルーマニア人の民謡にも腺味を示し、1909年に

閥究を行った。それに基づき1915年に全61111か

ら成るピアノ1111〈ルーマニア民俗舞1111〉を作1111し

た。1917年には自身がオーケストレーションし、

また1926年には友人のヴァイオリニスト、セーケ

イがヴァイオリンとピアノIllに編1111し、そちらでも

親しまれている。

「棒踊り」「飾り術の踊り 」「踏み踊り 」「角笛の

I 



～公演プログラムより～ 化部隊には、北原武夫、武Ill鱗太郎、大宅壮一、 げた。 の音楽へのm熱に起囚するのではないだろう
大木惇夫、横111隆一、小野佐Ill・・男といったそれぞ

1 
ll(j利117年の終りごろになって、NHKがニロム か。東洋人的な美貌と人間味あふれる人柄で、

■リリー・クラウスの想い出 れの分野で戦後のマスコミ界をリードすること の業務に携るようになってからは、その名もジャ おそらくジャワ社交界では、際立った存在だった

飯田信夫 になる諸氏が、1lf務のためとはいえ同じジャワの ワ放送符理/,Jと改められた。けれども私だけは であろうリリー・クラウス夫人と、モーツァルトの

四年前にリリー・クラウス夫人が、戦後二,n, 地に会していたのだった。だが言論統制のきぴ 依然、放送局にとどまって音楽の部l"Jをあずか 協奏1111を協演、しかもその放送が内地へも送ら

の来Elをして、その擾雅な音色でわれわれを魅了 しかった内地にくらぺると、軍の監視があったと ることになった。当時の対外宜伝はジャワ内地 れるとあって、われわれは色めき立った。その時

した時、私は激しい戦争のさなかにおけるジャワ はいえジャワの方が、かえって1:1山に恵まれてい 向けとオーストラリア向けの放送を行っていた の彼女の演奏は、ただピアノひとつですべての

でのできごとを思い出さずにはいられなかった。 たのではなかったかと息う 。戦争体制でありな が、これは私にとって副ってもないことだった。 オーケストラを圧倒するかに息えたほど析11かし

それを単なるめぐりあいと呼ぷには、彼女との結 がら、ジャワの空はwく、空気は澄み切っていた。 私は悔外音楽をやるという利点から、古典音楽 く、エネルギッシュでありながらあの独特の優雅

ぴつきが、私の内部にもたらした無形の影評を過 それほどll,くもなく適炭に乾媒しているので、気 もやったしジャズをやれた。またインドネシア,l/i さにつつまれていたものだ。それから私は彼女

小評価することになるだろう。確かに戦争という 候の点ではEl本よりもはるかに快く感じられた。 の歌や日本の古い唄をアレンジしたもの、さらに がまるで、古く、殺しい友人のように息えて、lり満

非人Iiり的状況が私たちのIiりに強く色合いを添え 特に1:1本軍が快進限を続けていた最初の一年 各地の民謡など悔外向けとして適当なものはす で人なつっこい愛想のよさや、ふとハンガリー民

ているにしても、m:接的に私と夫人とを結ぴつけ 1::1は、ほとんどわれわれは戦争と云うものを知ら べてJI又り」．．．げた。ラジオ・オーケストラでは、Iii 謡などを口ずさむ気収りのなさに、深い親愛の

たものは、音楽でしかなかったのだから。 なかったといってよいくらいだった。 月2回の定期演奏会を開いて、ベートーヴェンの 情を感じるようになった。そして私は、当時El本

おそらくリリー・クラウス夫人は、演奏旅行で 私が仕事に従事していたのは、ニロムというIll シンフォニーなどは8番までやったという氾悼が ではできなかった西洋音楽の勉強を彼女を通し

ジャワに立ち寄った時、拡大した戦火にはばまれ オランダ系の放送局で、11/l和16年に日本軍はこれ ある。 てやることができた。今もって私はリリー・クラウ

て、帰国できなかったのだろう 。もちろん、その を接収した。そしてその施設とスタッフをそっく そうした状況にあった私が、リリー・クラウス ス夫人およぴゴールドベルクと一絣に仕事がで

間のくわしい事情は、私にはわからないが、彼女 り文化部隊の手にゆだねて対外宜伝をやらせて 夫人や、シモン ・ゴールドベルクが同じジャワの きたことを、彼らに感謝している。

は夫莉、ドクトル・マンデルさんと名ヴァイオリニ いたのだ。私の担当は音楽だった。そうした仕 地にいることを知った時、われわれのオーケスト だがi:uもなく事態は急変した。18年から19年

スト、シモン・ゴールドペルクをli1J行していた。そ 事の関係上、戦争中でありながらも、私は音楽に ラとの協演を計画したのは、当然といえば、当然 にかけて、戦局は悪化の一途をたどりはじめ、

の後彼女たち一行が、戦況の悪化に伴い、 1:1本 親しむことができたし、適Ij[の刺激を受けて勉強 のことであったろう 。だが占領政策―Fのジャワ ジャワにおいても抑留外人の処骰がIll)題とされ

軍の手で収容所に入れられた話はあまりにも:fr への意欲を絶えず燃やし絞けていたのだった。
i,I 
で、しかも抑留外人の立場にある彼女に客演し るようになってきたのだ。彼女たちが軍の命令

名で、私自身目撃者の一人として、何'"'かそのこ ニロム放送局には小規校とはいえオーケスト ても らう ことは、決して容易なことではなかっ で収容所に移されるかもしれないとIJIJいた時、

とについて語ったこともあるはずだ。 ラのメンバーが残っていた。私はためらうことな

J 
た。この協演がともかくも実現したのは、戦争 私の心は痛んだ。収容所が男女別室であること

そのころ、ジャワはEl本軍の占領下にあり私 く、かれらを集めて楽器もまちまちな総勢40人 f/(]iijにゴールドペルクと共に初めて来1:1した時 から、私はまず何よりも彼女たちー家が引き離さ

は、111の宜伝班と称する文化部隊にいた。この文 ばかりのシンフォニー・オーケストラをf:I:立て」： の彼女の印象の鮮明さと 、そして何よりも彼女 れてしまうことを恐れたのだった。できる限り手
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を尽くして巡動した結米、夫人およぴゴールドペ

ルクが家族と一緒に仕めることになった時、私

はかれらと共に、いやむしろ、かれらより以上に

それを喜ばずにはいられなかった。もうひとつ

の恐れは彼女が、ピアノを取り上げられてしまう

のではないかということだった。もっともその

点については軍の判断は:iEしかった。この世界

的な女流ビアニストに、ビアノの使Illを許し純¥"I

の機会を与えたことは、戦争がもたらした苦桶

や残虐を、すべて補うにはいたらないにしても、

少なくともリリー・クラウス夫人を慰めるには I・

分であったかもしれない。だがそれにしても彼

女たちの生活がいかに不1'.J1.l1なものであったか

は見るまでもなくわかっていた。収容所の整0)

むこうで一体どんな扱いをされているのか気に

かかりつつも、私は多忙と厳しい監視のIIに妨

げられて、これといったこともなしえなかった。

そうでなくとも私は彼女たち外国人に尽力した

がために国賊呼ばわりされつつあったのだ。そ

こで私はわずかな食料品などを他人に,ltして、

彼女たちのもとに届けさせるなど、i会で援助す

る努力を梢しまなかった 。 だが窮迫した食 fltt •Jr

梢のもとで、それがどれほどの役に立ったろう 。

今も彼女を思いIllす節に、十分な手助けができ

なかったということが悔恨として私の心によみ

がえってくる。

やがて戦争は終った。/Ill所してきた彼女の姿

をひと目見た時、私は息わず涙がIllそうなほど

すまないと息った。彼女の服は入所した時と全

<I司じだったから、私には収容所の生活がいか
に苦しみに滋ちていたか、すぐにわかったのだ。

彼女は自山の空気を楽しむかのように、まっすぐ

放送局にやってきて、ピアノに向かった。ピアノ

の音には、収容所の苦しみもなければ長い戦争

の悪拶もなかった。

まもなく私はりIiえられ、今度はわれわれが収

容所に送り込まれる番になった。釈放されて後

もしばらくのlllJは、彼女が呆して無事に外出lした

のかどうかさえわかりかねていた。やっと彼女

のil'J息を知ったのは、あるアメ リカの雑誌に、リ

リー・ クラウスの演奏会の広;•;·を発見した時で

あったが、私は胸にたれこめたti'!年のlli1芯が、―

学に1次き払われたような気持ちでそれを眺めた

のだった。

かつて1:1本軍が彼女に与えた不l●1山と苦しみ

に対して最上のおわぴがあるとすれば、今では

それはリリー・クラウスの音楽への言策なき真の

共感であろう 。さらには、彼女が1:1本にいて音

楽指祁にあたってくれるならば、より以上の招い

を）IJ邸できるかもしれないのだが……。
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～当時の批評から～

ピアノ・リサイタル

藤田暗子

6J・li4 I」のシューペルト・プログラムのピアノ演

炎会。第一nを聴いた途端に、これは芯の強い
演奏をするピアニストにちがいないと息った。

はたして、どんな小さな作品にも、全力をそそぎ

つくす演炎であった。

彫刻的な彫りの深さがリリー・クラウス女史の

演奏の特徴である。シューペル トの師単な小,111

にこれだけの立体的な表梢を与えるピアニスト

は少ない。女史はシューペルトを柔らか</blすよ

うなことはしない。激しく燃えるものが、女史の

胸のうちにあって、その激しい燃焼が、弱音はむ

せぷように、また、強音は激しい怒りと情然をこ

めて弾くことを要求する。女史がピアノに向かっ

て t!I : ~する深い悲しみを胸にたたきこまれた聡

衆は、こんな小1111にもシューペルトの底知れぬ悲

しみが、かくされていたのか、と今さらのように

感心する。作品90の2の〈叫映,11,第2番変ホ長

濶〉は、三述秤符のスケールが流れるようなレ

ガートで演奏され、ビアニッシモの美しさもさる

ことながら、そこからフォルテに達するクレ ッ

シェンドの仕方が雄大な一つの弧を描く 。ABA

形式のBの部分は、十分感情をこめてメロディー

■リリー・クラウス

なども激しいが、J'iぴはじめの三述1",・1かの、ス
ケールの多いAの部分に仄iると、スケートをして

いるような快感におそわれる。

作品90の3の 〈 ll~挑1111第3番変卜長濶〉は、終始

メロディーと1半奏からなる静かな1111であるが、は

じめあまりAげさな表梢を示さずに，；!jlきはじめ

た女史は、しかし炎のように燃えるものをうちに

持っているから、それがどうしても鍵盤」こににじ

み出る。伴奏は、森のささやきのように抑楊が

あって凄い。メロディーは、その上にのっている

から、もちろん彩特は受けるが、しかしつねにス

イートな美しさを失わない。わざとらしくないス

イートさである。

作品90の4 の 〈ll~狭1111第4番変イ・長iU/4〉では、女

史は、少女のようにはずんだ演奏をきかせた。

ABA形式のBの部分は、恥をつまんだような音

でtiえてみせる。その中にIllてくる此潤の部分

は何かの「話し合い」のようにのどかに美しい。

けれどもその前後は激しい「なげき」にみちてい

る。そして再ぴABA形式のAに戻るとのどかな

ムードが感じられた。そのAの部分のさらに中I¥¥J

部に位する変イ・長潤の数小節は、静かなレガー ト

で奏でられた。

つぎは〈楽輿の時〉31111。U問膊1111よりはいっそう

小JIiiなのに、こんな飾IJ¥な1111でも楽しげに分解

してその構成をはっきり示そうとする努力が、女

極



丁
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史には当然のことと思えるらしい。〈第11111ハ長 せようとする。だから、ひとつひとつのフレーズ

瀾〉で左手にメロディーがうつった場合などのう が、「ことば」のような生々しさで、聴き手に話し

れしそうな表情。〈第2,11,変イ長閥〉は、短潤の部 かけるのである。

分が神秘的で、人1/11ばなれのした静けさにみち (6月14日東京文化会館）

ていた。 音楽芸術 1967年8月号より

布名な〈第3illlへ短潤〉は、あっさりと演奏し、

その素朴な味をそこなわない陀廊が見られた。 ■リリー・クラウス・ピアノ独奏会
〈俊雅なワルツOp.77〉は一述の小さなワルツ 門馬直美

がつぎつぎと連続して演奏されるウィーンの香り この女性ピアニストも、今l可が41!!1目の来日と

に満ちた作品であるが、女史はその楽しいリズム いうことになる。相変わらず元気なもので、伐婦

に自ら乗って楽 しげに弾き、あると きは、強さは 人的な雰1111気もただよわせる。その初Elは、

うちに秘めて表而は柔らかく弾くかと息うと、ド シューペルトばかりというプログラム。技術的に

ンチャン騒ぎに近い息いりJった演奏をする 。 ,~, は意外に不閾なところがあり、派手なミス・タッ

遊会に招かれている感じで楽しい。なるほど、こ チなども多かったが、心のこもった、あたたかみ

ういう一面もシューベルトにはあったか、と感慨 のある演奏ということで、そのようなキズを忘れ

が深い。 させてしまった。このビアニストは、旋fitをいつ
J立後は、イ長調のソナタ （追作）。 シューペルト くしむように大切にする。シューベルトの作品だ

の作品は、やさしそうにきこえる場合でも、意外 けに、そうした態腹は気持ちがいい。しかも、そ

と弾きにくいものが多いが、このソナタなどは、 れがごく 自然発生的であって、誇張がない。そ

きいただけでも、やさしそうにはきこえない。ま れから、禾111:i的なひびきが美しいというのも、大

して、四楽卒もの長いソナタなのに、女史はぜっ きな特色としてあげることができる。

たいに、うわっつらをなでるような演奏をしな 蚊初のl!ll判tlliOp.90の41111は、まだ閥子が乗り

い。激しい怒涛が胸のうちにさかまいていて、い きらないといったところもあったが、みずみずし

たるところに女史の天才的なひらめきが斯現す さをたたえていた。最後の追作イ・長潤のソナタ

る。また、どんな小さなメロディーでも細かく分 は、当日の圧巻ともいえる演奏であって、構成的

解してそこに秘められているものを、聴衆にきか に欠陥をしばしば指摘されるこの,11,をこれほど

までに充実したものとしてきかせられたことは、

珍しいともいうべきである。とくに、第2楽卒と

第4楽釘tが絶品だった。やはり、クラウスの演奏

の計符なり設計なりの非凡さが立:liEされたとい

うことになる。〈擾雅なワルツ〉も、気品のある演

奏だった。

音楽の友 1967年8月号より

ー
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一



し一 ー'-Ii ～米H時のプログラムより～

リリー・クラウス

リリー・クラウスはプダペストに生れ、6歳の時

ピアノの勉強を始め、8歳でプダペスト王立背楽

院に入った。父はチェコ人、):J:はハンガリ一人で

あった。(,;J音楽院でゾルタン・コダーイとペー

ラ・パルトークに学ぴ、最俊秀の成糾で卒業、 さ

らにウィーン音楽院のマスター・ クラスにすす

み、エドゥアルト・ シュ トイアーマンおよぴアル

トゥール・ シュナーベルに師事。17歳で卒業、20

歳でウィーン音楽院の教授となった。

リリー・ クラウスは16煤の頃からソリストとし

て新躍を始め、ロンドン、パリ、グラスゴー、エディ

ンパラ、マンチェスター、アムステルダム、ローマ、

ベルリ ン、ウィーン、プダペス ト、スト ックホルム、

オスロ等でリサイタルや主要なオーケストラとの

協演を行い、さらに」嘩，i、東京、大阪、 シドニー、

メルポルン、ヨハネスプルク、ニューヨーク、サン

フランシスコ等、ヨーロ ッパ、ffj北アメリカ、アジ

ア、オーストラリア、Hiアフリカと全I!!界にわたっ
て演奏活動をくり広げた。

1940年リリー・クラウスは、インドネシアを皮

切りにオーストラリ ア、ニュージーランド、北米、

南米と絞く予定の世界旅行に出発した。しかし

ジャワで日本軍の役入に会い、 El本軍の収容所

で3年間を過ごすこととなった。幸い1936年に

日本を訪れた際、レコーディングなどを行った時

の ~II 人がいたりしたため、後半の一年半はピア

ノの使mを許され、収容所内で演奏会を開いた
りした。

解放後、英,,,・,r,の援助でオーストラリアに渡
り、オーストラリア、ニュージーランドで演奏活動

を行い、また教f粁舌![IJJに従'.ff、その功紹により英

111簡をうけた。

1948年ヨーロ ッパに帰り、戦後の引E々 しい演

奏括動をllり始、アメリカヘもたぴたぴ演奏旅行し

成功をおさめた。また1949年から50年にかけて

は、ケープタウン大学の教授もつとめた。以来今

日まで全世界にわたって演奏括動を行い、ある

いは主疫mi際音楽フェスティバルに招かれ、各国

のテレビに/l¥iiil、数々 の主要大学のマスター・ク

ラスで後進の指祁にもあたってきた。

最近もlり：年(1966年）10月から本年(1967年）3

月にかけて9夜にわたる〈モーツァルト ・ピアノ協

奏'"'全251111述続演奏会〉をニューヨークでll甘き

絶賛された。
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［歌り量い上のこ注●J • ティスクは両面共．輯訊汚れ、キズ等を付けないように取り扱って下さい． ＊ケースを碩損しないように、ディスクは中心の凸邸を押しながら静
かに取り出して下さい。 ＊ディスクが汚れたときは、メガネふきのような柔らかい布で内悶から外扇に同かって放射状に11くふき取って下さい．レコード用クリーナーや
溶剤等は使用しないで下さい． •ティスクは両面共．鉛纏．ポールベン．油性ベン等で文字や絵を書いたり、シール等を貼付しないで下さい.•UU割れや変厖又は憤●
剤等で補修したティスク1ふ危険ですから絶対に伎用しないで下さい． ［属讐上のこ注●J• Ill射8光の当たる場所や篇湛多濯の場所には保●しないで下さい． • ティ
スクは伎用後元のケースに入れて保讐して下さい． ＊プラスチックケースの上に重いものを■いたり、落としたりすると．ケースが破1t1し、ケガをすることがあります．
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